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＜事業に関する説明＞

平成２０年度　一般会計 予算見積 事業別概要書（当初）

予算分析 臨時経費 継続事業

06-01-04-20-55

 カスタマイズ等に要する費用が抑制され、並びに長期運用が可能と

 なることでトータルコストが削減できます。

 

一般財源

6,788 

事業番号

 

 

 現行システムよりも、スリムかつ長期運用が可能なシステムをプロ

 ポーザル方式で調達することにより、トータルコストを削減すると

 ともに長期運用においても安定した稼動を確保します。

 

 

 

 

 制度改正による影響が少ない機能に限定したシステム導入により、

 ため早期の導入が必要となります。

 

（見積についての特記事項）

 

 

 

 現在運用している当該システムは、耐用年数を既に超えているため

 、数回のシステム障害が発生し業務に支障をきたしています。その

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事業実施上の問題点）

 現在、現行滞納者管理支援システムは、機器の耐用年数が限界のため、

 システム障害が発生し業務に支障をきたしています。そのため、

 運用状況及び制度改正等の将来予測される経費等も含め検討・分析

 した結果、機能を限定したシステムを新たに導入するものとします。

（事業の効果）

 

 

（事業実施に関する根拠法令）

款

項

目

  3．滞納者管理支援システム事業費

担当課･係

  3．徴収事務費

 収税課

 

 導入当初年度は現行システムからのデータ移行作業、当初セットア

 ップ、ホストコンピュータとのデータ連携構築作業が必要になりま

 す。

 

  2．総務費                                  事 業 名

細事業名

 

財源内訳

（事業の説明） （事業の目的）

実
施
計
画
の
内
容

 【滞納者管理支援システムに関する業務】

（前年度からの見直し点）

6,788 

  2．徴税費                                  

  2．賦課徴収費

(歳　出)(歳　入)

0 

単独事業

要 求 額

 ともに、長期運用においても安定した稼動を確保します。

収税課（執行課：

（実施計画における事業の概要）

決　　定

要　　求

 現行システムよりもスリム、かつ長期運用が可能なシステムをプロ 25,238千円 平成20年度～平成22年度

 まちづくりの推進に向けて／成果と効率性を重視した行財政運営の推進／市税の徴収を適正に行います。

50-1施策体系ｺｰﾄﾞ

施　　策

 ポーザル方式で調達することにより、トータルコストを削減すると

決 定 額

年度別事業費

総事業費 事業期間

6,788 9,225 9,225 

20年度 21年度 22年度

(佐倉市）


